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１ ９ ６ ０

（ 昭 和

3 5）
年 に も  「 恩 納 に キ ビ の メ ン ガ 虫 警 報 」  の 見 出 し

で 、  恩 納 村 に メ ン ガ 虫 発 生 警 報 が 出 さ れ た こ と が 報 じ ら れ て い ます 。  こ の 時 は 特 に 喜 瀬 武 原 、  山 田 、  真 栄

田
一
帯 の サ ト ウ キ ビ に 被 害

が 出 た よ う で 、  被 害 が 広 が ら な い よ う 対 策 が 呼 び か け ら れ て い ます 。  ち な み に こ の  「 メ ン ガ 虫 」  は 通 称 で 、  ど の よ う な 虫 な の か 資 料 は確 認 で き て い ま せ ん が 、  沖 縄 県 に よ れ ば サ ト ウ キ ビ を 食 害 す る 虫 には ア オ ド ウ ガ ネ の 幼 虫 や ハ リ ガ ネ ム シ の 幼 虫 が 挙 げ ら れ て い ま す 。

 

　 １ ９ ６ ６

（
昭 和

4 1）
年 ７ 月 ４ 日 の 琉

球 新 報 に は  「 害 虫

 

水 稲 に 異

常
発 生

 

北 部 各 地 に ま ん 延 」  の 記 事 が 掲 載 さ れ て い ま す 。  県 北 部 の

水 稲 に ウ ン カ

（ ※ 2 ）

が 異 常 発 生 し 、  大 宜 味 村 の 喜 如 嘉 と 田 嘉 里 を

中 心 に 国 頭 村 、  羽地 村 、  恩 納 村 の 水田 に も 部 分 的 な 被害 が 及 び ま し た 。

 

　
ま ず 病 害 虫 の 発 生

を 防 ご う と 、  各 市 町村 で 県 の 技 術 担 当 者に よ る 講 習 会 が 開 かれ る こ と も あ り ま し た 。

た と え ば  「 害 虫 防

あ つ 講 習

会 」  （

沖
縄 タ イ

ム
ス
・
１
9 ５

５

（ 昭

和

3 0）
年

1 1月
９
日 ）

の 記 事 に よ る

と 、

こ の 時 の 講 習 会 の 内 容 は テ キ ス ト や サ ンプ ル を 使 用 し 、  農 薬 の 調 整 、  使 用 法 、  薬剤 の 撒 布 の 方 法 、  注 意 事 項 や 機 具 器 材 の手 入 れ の 仕 方 ま で 講 習 が 行 わ れ 、  恩 納 村民 を 含 め 県 内 各 地 で 約 １ ０ ０ ０ 人 が 参加 し た そ う で す 。

の 沖 縄 日 日 新 聞  「 甘 蔗 水 稲

 メ イ 虫

（ ※ １ ）

の 被 害 甚 大 で 徹 底 的 駆 除

を 断 行 ！ 」  で は 、  恩 納 村 を 含 め 全 県 的 に 螟 虫 類 の 被 害 が 甚 大 な た め 、県 を あ げ

て
一
斉 に 駆 除 を 行 う こ と に な  っ  た と あ り ま す 。  こ の 時 は さ ら

に  「 懸 賞 に 依 り 賞 金 を 交 付 し て 側 面 よ り 駆 除 奨 励 」  と 、  賞 金 も 出 し て害 虫 駆 除 を 促 し

て い ま し た 。

１ ９ ３

８
（
昭
和

1 3）年
４ 月 ３ 日 、  １ ９

３

９  （

昭 和

1 4）  年 ８

月
９ 日 の

沖 縄 日 報 で は 県 が 各 地 の 病 害 虫 防 除 の た

め に

補 助 金 を 出 し た こ と を 報 じ て い ま す 。

 

《 戦 後 》　
1 ９  ５  ４  （ 昭 和

2 9）  年 ６

月

2 7日  の  沖 縄 タ  イ  ム

ス
、
６ 月

2 8日 の 琉 球 新 報

に

は 恩 納 村 で 産 業 共 進 会 の 褒 章授 与 式 が あ  っ  た  こ と が 伝 え ら れて  い  ま す

。
記 事 に は 、  生 産 に よ

る 成 績 だ け で な く  「 病 害 虫 駆除 成 績 」  の 項 目 が み ら れ 、  村民 に と  っ  て 大 事 な 作 業 で あ  っ  たこ  と  が う か  が え ま す 。

 

　
１ ９ ５ ８

（
昭
和

3 3）  年 ２ 月 ２

日 の 琉 球 新 報 で は 、  県 が 各 地 の 病 虫 害

防 除 の た め に 補 助 金 を 出 す こ と

を 決 定 し た と あ り ま す 。  し か し 同 年 の ５ 月 ７ 日 の 記 事 で は

、
沖 縄 県 内

に お い

て

8 0年
ぶ り と い わ れ る ほ ど の 虫 の 害 が 出 た こ と が 報 じ ら れ ま し

た 。  メ  ン ガ 虫  （ 綿 ガ 虫 ）  と 呼 ば れ る 虫 で 、  こ の 害 に 対 し て  「 各 市 村 で は まん 延 予 防 に 小 学 ３ 年 生 以 上 の 全 村 民 を 挙 げ て 、  綿 ガ 虫 駆 除 と 防 虫 に動 員 、  農 家 の 駆 除 薬 品 購 入 費 を 村 で 補 助 す る 」  な ど の 対 応 に あ た り まし た 。  恩 納 村 で は  「 １ ６ ６ 反 の キ ビ 畑 全 面 的 に ま ん 延 、  被 害 は 大 き い 。村 普 及 員 が 毎 日 各 部 落 に 繰 り 出 さ れ 、  ５ 、  ６ 名 ず つ  の グ ル ー プ が 高 圧噴 霧 器 で 駆 除 に 大 童 、  農 薬 が 不 足 だ と い わ れ 被 害 は 増 大 の 傾 向 」  と あり ま す 。

 

　 恩 納 村 の 基 幹 産 業 の ひ と つ  で も あ る 農 業 は 、  常 に 病害 虫 と の 戦 い と 隣 合 わ せ で す 。  こ こ で い う 病 害 虫 と は 、農 作 物 に 対 し  「 正 常 な 働 き や 構 造 を 害 し 生 育 に 変 調

を き た し 、  そ の 原 因 が 持 続 的 に 働 い て 農 作 物 の 機 能 や 発 育 を 阻 害 する だ け で な く 、  品 質 や 外 観 を 損 じ て 商 品 価 値 を 低 下 さ せ る 」  虫 の こと で す 。  病 害 虫 に よ る 被 害 は 葉  ・  芽  ・  茎  ・  花  ・  根 な ど が か じ ら れ る 、  穴を あ け て 中 に 住 む 、  葉 に 斑 点 が で き る 、  養 分 を 吸 い 取 ら れ 作 物 が し おれ る な ど 様 々  で す 。

 

　 農 作 物 に 影 響 を 与 え る 病 害 虫 類 に は ミ バ  エ 類 や ア フ リ カ  マ イ マ イ 、蛾 類 な ど 様 々 な も の が い ま す が 、  恩 納 村 で は 明 治 時 代 か ら 戦 後 に かけ て は 特 に サ ト ウ キ ビ  （ 甘 蔗 ）  や 稲 に  つ く 害 虫 に 悩 ま さ れ て い た よ うで す 。  今 回 は 恩 納 村 史 編 さ ん 係 が 収 集 し て い る 新 聞 記 事 の 中 か

ら 一

部 を 紹 介 し ま す 。

 

【 新 聞 記 事 に み る 恩 納 村 の 様 子 】《 戦 前 》
　 ま ず 初 め に 恩 納 村 の 文 字 が 確 認

で き る の は １ ９ １ ２

（ 明 治

4 5）
年

６
月

2 2日
琉 球 新 報 の 記 事 で す 。

「
甘

蔗
害 虫 の 発 生 」  の 見 出 し で 、  中 頭  ・

島 尻 や 金 武  ・  久 志  ・  恩 納 な ど 国 頭郡
の
一
部 に サ ト ウ キ ビ に つ く 害 虫

が 発 生 し た た め 、  該 当 地 域 に 技 術担 当 者 を 派 遣 し た こ と が 報 じ ら れて  い ま す 。　
１
９ ３ ３  （ 昭 和 ８ ）

年
３
月

3 1日

【 現 在 】

 

　 ２ ０ ２ ４  （ 令 和 6 ）  年 ３ 月 、  沖 縄 本 島 北 部 で 農 作 物 の 害 虫  「 セ グロ ウ リ ミ バ  エ 」  が 確 認 さ れ ま し た 。  セ グ ロ ウ リ ミ バ  エ は そ の 名 の 通 り主 に ウ リ 科 の 植 物 に 影 響 を 与 え る 害 虫 で 、  幼 虫 が 果 肉 を 食 べ  る こと で 作 物 を 腐 ら せ て し ま い ま す 。  日 本 で は セ グ ロ ウ リ ミ バ  エ を 検 疫有 害 動 植 物 に 指 定 し て お り 、  海 外 か ら の 輸 入 検 査 で 発 見 さ れ る と廃 棄 や 返 送 と い  っ  た 対 応 が と ら れ ま す 。  同 じ ミ バ  エ の 仲 間 で あ る ミカ ン コ ミ バ  エ が 根 絶 さ れ る ま で の １ ９ ８ ０ 年 代 ま で 、  バ ナ ナ や パ イナ ッ プ ル 以 外 の 果 樹 は 沖 縄 県 から の 移 動 が 禁 止 さ れ て い ま し た 。

 

　
セ グ ロ ウ リ ミ バ エ は 恩 納 村 で も

確 認 さ れ 、  県 が テ ッ ク ス 板 を 設 置し 、  不 妊 虫 を 放 つ な ど

、
２ ０ ２ ５

（ 令 和 7 ）

年

1 0月
現 在 も 対 策 が 進 め

ら れ て い ま す 。

（ 仲 村 ）

琉 球 新 報 （ 1 9 6 6 年 7 月 4 日 ）

テ ッ ク ス 板 （ 誘 殺 剤 ）

沖 縄 タ イ ム ス （ 1 9 5 5 年 1 1 月 9 日 ）

※ 1

 メ イ ガ 科 の ガ の 幼 虫 。  稲 の 害 虫 と し  て 知 ら れ 、  ズ イ ム  シ と も い う 。

※ 2

 稲 に  つ く 害 虫 。  成 虫 も 幼 虫 も 茎 か ら 汁 を 吸  っ  て 枯 れ さ せ る 。

1 5 広 報 お ん な 2 0 2 5. 1 1

恩 納 村 史

編 さ ん
だ よ り

1 0 5
新 聞 で み る 恩 納 村 と 病 害 虫
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を き た し 、  そ の 原 因 が 持 続 的 に 働 い て 農 作 物 の 機 能 や 発 育 を 阻 害 する だ け で な く 、  品 質 や 外 観 を 損 じ て 商 品 価 値 を 低 下 さ せ る 」  虫 の こと で す 。  病 害 虫 に よ る 被 害 は 葉  ・  芽  ・  茎  ・  花  ・  根 な ど が か じ ら れ る 、  穴を あ け て 中 に 住 む 、  葉 に 斑 点 が で き る 、  養 分 を 吸 い 取 ら れ 作 物 が し おれ る な ど 様 々  で す 。

 

　 農 作 物 に 影 響 を 与 え る 病 害 虫 類 に は ミ バ  エ 類 や ア フ リ カ  マ イ マ イ 、蛾 類 な ど 様 々 な も の が い ま す が 、  恩 納 村 で は 明 治 時 代 か ら 戦 後 に かけ て は 特 に サ ト ウ キ ビ  （ 甘 蔗 ）  や 稲 に  つ く 害 虫 に 悩 ま さ れ て い た よ うで す 。  今 回 は 恩 納 村 史 編 さ ん 係 が 収 集 し て い る 新 聞 記 事 の 中 か

ら 一

部 を 紹 介 し ま す 。

 

【 新 聞 記 事 に み る 恩 納 村 の 様 子 】《 戦 前 》
　 ま ず 初 め に 恩 納 村 の 文 字 が 確 認

で き る の は １ ９ １ ２

（ 明 治

4 5）
年

６
月

2 2日
琉 球 新 報 の 記 事 で す 。

「
甘

蔗
害 虫 の 発 生 」  の 見 出 し で 、  中 頭  ・

島 尻 や 金 武  ・  久 志  ・  恩 納 な ど 国 頭郡
の
一
部 に サ ト ウ キ ビ に つ く 害 虫

が 発 生 し た た め 、  該 当 地 域 に 技 術担 当 者 を 派 遣 し た こ と が 報 じ ら れて  い ま す 。　
１
９ ３ ３  （ 昭 和 ８ ）

年
３
月

3 1日

【 現 在 】

 

　 ２ ０ ２ ４  （ 令 和 6 ）  年 ３ 月 、  沖 縄 本 島 北 部 で 農 作 物 の 害 虫  「 セ グロ ウ リ ミ バ  エ 」  が 確 認 さ れ ま し た 。  セ グ ロ ウ リ ミ バ  エ は そ の 名 の 通 り主 に ウ リ 科 の 植 物 に 影 響 を 与 え る 害 虫 で 、  幼 虫 が 果 肉 を 食 べ  る こと で 作 物 を 腐 ら せ て し ま い ま す 。  日 本 で は セ グ ロ ウ リ ミ バ  エ を 検 疫有 害 動 植 物 に 指 定 し て お り 、  海 外 か ら の 輸 入 検 査 で 発 見 さ れ る と廃 棄 や 返 送 と い  っ  た 対 応 が と ら れ ま す 。  同 じ ミ バ  エ の 仲 間 で あ る ミカ ン コ ミ バ  エ が 根 絶 さ れ る ま で の １ ９ ８ ０ 年 代 ま で 、  バ ナ ナ や パ イナ ッ プ ル 以 外 の 果 樹 は 沖 縄 県 から の 移 動 が 禁 止 さ れ て い ま し た 。

 

　
セ グ ロ ウ リ ミ バ エ は 恩 納 村 で も

確 認 さ れ 、  県 が テ ッ ク ス 板 を 設 置し 、  不 妊 虫 を 放 つ な ど

、
２ ０ ２ ５

（ 令 和 7 ）

年

1 0月
現 在 も 対 策 が 進 め

ら れ て い ま す 。

（ 仲 村 ）

琉 球 新 報 （ 1 9 1 2 年 6 月 2 2 日 ）

沖 縄 タ イ ム ス

（ 1 9 5 4 年 6 月 2 7 日 ）

か ん し ょ

め い ち ゅ う

よ

お お わ ら わ
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